
国民投票運動に対する共謀罪悪用にひるまない（弁護士　伊須
慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

共謀罪が参議院の法務委員会の採決省略という異常な手続で成立しました。
安倍首相の念願「憲法９条破棄」にまた一歩近づいたということでしょうか。

来年１２月には総選挙と同時に憲法改正国民投票が実施される情勢です。
憲法に自衛隊を明記すると、憲法９条２項の戦力不保持・交戦権否認を打ち消し、縛りがかからなくなります。

すると、日本が、アメリカに命じられ、南シナ海にまで自衛隊を派遣し、中国と対峙し、北朝鮮に対する先制攻撃を含めたミサイル装備等
のために莫大な予算をつぎ込みます。
日本の軍需産業にとってはおいしい話です。

しかし、少子高齢社会により人口減少が避けられない日本で、これ以上防衛費が増えれば、国民生活が困窮することは必至です。

私は欲しがりません勝つまではの精神で、敵を見立てて息を潜めて生活するのはごめんです。

政治を私物化して何でもありの安倍政権を見ると、来年の国民投票に際し、「悪法」共謀罪が市民運動の弾圧に悪用される恐れがあります。

私は、自由にものが言える民主社会を持続するため、主権者である私たちが、萎縮せず、事実に基づく国民投票運動を通じて、憲法改悪を
阻止することが重要だと考えます。

国民は忘れない（弁護士　梶山　敏雄）
弁護士　梶山　敏雄

時期的に他の弁護士の記事は「共謀罪」を初めとする悪法と戦う内容になると思われるので、私は自分が上京した懐かしい昭和４０年代を
舞台とするＮＨＫ朝ドラ「ひよっこ」について書こうと考えていたのです。

「オリンピック・出稼ぎ・蒸発・集団就職・仕送り・倒産・ビートルズ・歌声喫茶」などなど、まもなく７０才を迎える過去に重ね合わせ
ると、何故かつい涙腺が緩む毎朝です。
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しかし、「もり・かけ」で一端が明らかになりつつある安倍政権の、国民を見下し、バカにし、誤魔化そうとする傲慢さについて、やはり
どうしてもひと言言わなければなりません。

朝日新聞の川柳に「責任は私にあるとカッコつけ」という句が紹介されていました。

前川事務次官の発言に対し菅官房長官からの「個人攻撃」で真実を握りつぶそうというやり方は、権力と公安警察が一体となって行う情報
活動（スパイ）の「強請り」の恐ろしさをまざまざと見せつけてくれました。

こんな政権に「共謀罪」を使わせたらと思うと・・・・。

「時間が経てば国民なんてどうせ忘れる」という安倍政権の慢心をギャフンと言わせたいものです。

「全国B型肝炎訴訟」埼玉弁護団の活動（弁護士　南木　ゆう）
弁護士　南木　ゆう

弁護士になり４年目を迎えました。今まで様々な種類の事件に携わってきましたが、昨年７月、全国B型肝炎訴訟東京弁護団の埼玉支部と
してB型肝炎埼玉弁護団が結成され、私も当弁護団の一員としての活動を始めました。

B型肝炎訴訟とは、幼少期の集団予防接種により、B型肝炎ウイルスに感染してしまった方が、国に対して給付金を請求するための手続で
す。

３０歳以上の世代の方は、小さい頃小学校の体育館にずらっと並ばされて、次から次へと針を替えないまま注射を受けた記憶があると思い
ます。
注射（特にアルコール消毒のニオイ）が大好きだった私も、お医者さんが注射をするときの、妙に規則正しい動きを覚えています。

注射のときに、針を使い回したり、注射の筒を替えなかったりすると、肝炎が蔓延する危険があることは戦前から知られていました。戦時
中の日本の軍医さんたちは、医療器具など数が少なかったけれど、それでも手術用具や注射器の煮沸消毒は徹底していて、使い回しはして
いなかったそうです。

国は、針の使い回しによって肝炎が蔓延する危険性を十分に認識し、WHOからも勧告を受けていたにもかかわらず、安全性よりも効率性
を重視して、昭和６３年ころまで集団予防接種における注射器の使い回しを黙認してきました。
その結果、現在でも多くの被害者が病気とむきあう人生を強いられています。

B型肝炎ウイルスのキャリアは、日本全国で１２０万人以上、その中で、集団予防接種により感染した人は４０万人以上いるとされていま
すが、この給付金手続により救済を受けた人はまだ全体の１割程度だそうです。
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加えて、埼玉は病院の数も肝臓専門医の数も少なく、患者さんが適切な医療にたどり着けていないという状況も指摘されています。

そこで、私たち弁護団は、埼玉を拠点として、患者さんの給付金手続のサポートを行うと共に、原告の方たちと一緒に、県内の医療機関や
保健所・保健センターを訪ね、まだまだ知られていないこの救済制度を広めていくための活動や、埼玉県内の医療制度を充実させ、患者さ
んたちが適切な治療を受けられるようにと、埼玉県への要請行動も行っています。

今年４月２日には、大宮ソニックシティにて、埼玉医科大学病院持田智先生の医療講演会を開催しました。この講演会が大変好評でしたの
で、１１月２５日には浦和の埼玉会館にて、第２弾を企画しています。
患者さんが、病院や治療の情報を交換したり、日々感じている様々な不安を分かち合える交流会も定期的に開催していく予定です。

詳しい情報は、
全国Ｂ型肝炎埼玉弁護団
電話：048-862-0377
ホームページ　https://bkan-saitama.jimdo.com/

桜（弁護士　伊藤　明生）
弁護士　伊藤　明生

昨年６月６日に退院して以来、ジョキング、筋トレ、柔軟体操など、リハビリに励んでいます。
走っているジョギングコースの周辺には、四季折々に色々な花が咲き、励ましてくれます。
春には桜が咲きほこり、とても綺麗です。

走り始めた頃は、もちろん桜の花は咲いておらず、武骨な幹が目立つだけでした。
冬は，そんな殺風景な景色の中をひたすら走っていました。

そして、ようやく春が訪れると、桜の花たちはいっぱい、いっぱい咲いてくれました。
桜が満開の時に、その中を走っていくととても爽快な気分になれます。でも、散りはじめて、桜の花びらが舞う中を走るのも格別でした。

春も過ぎ、桜は散ってしまいましたが、桜の樹は生き続けています。
この桜をこの春に愛でることができたのも、今私が生を与えられているからだとしみじみ感じております。
来年の春も桜の花びらが舞い散る中を走れるように、この夏を力強くかけ続けたいです。
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分断と対立を超えて（２０１７年１月代表挨拶）
弁護士　猪股　正

　昨年、ドナルド・トランプが米国大統領に選出され世界に衝撃が広がりました。背景には、格差と貧困の拡大、沈み行く中流層と社会の
分断、グローバル化から取り残された人々の怒りや閉塞感があると言われています。英国のEU離脱を決めた国民投票にも同様の背景があ
り、歴史の大転換期であるとの指摘もあります。

　日本においても、格差と貧困が拡大し、所得や貯蓄が減少し、中流層がじわじわと追い詰められています。財源難を理由に社会保障は削
減され、税の負担者である中流層にはその恩恵は行き渡らない中で、生活保護バッシングに見られるような他者への不信感、不寛容が広が
り、所得階層間、地域間、世代間等の対立や分断が深まっています。

　この社会統合の危機を乗り越える一つの方法は、自民党憲法改正草案にあるように、元首たる天皇を戴いて家族や社会全体が助け合い、
伝統ある美しい国を守るという愛国心を強め、戦前へ回帰する方向へ国民を誘導し、愛国心のベールで格差と貧困を隠すことかもしれませ
ん。
　もう一つの方法は、現行憲法の「個人の尊厳」原理に立ち返り、削減ありきの政策をあらため、全ての人の尊厳ある生存を支えるための
「税と社会保障制度」を再構築することです。格差と貧困を最も低く抑えている北欧諸国などに学び、全ての人を対象とする無償の医療や
無償の保育・教育のように、社会サービスの対象を低所得層に限定せず、中高所得層にも広げてその受益感を満たし、税負担への合意を形
成し、強靱な財政を構築する道（普遍主義）へと転換することです。

　過去の歴史の過ちを繰り返さず、分断を解消し、相互に信頼し支え合う社会を目指して、所員一同、皆様と共に、粘り強く奮闘する決意
です。今年もよろしくお願い申し上げます。

雪と銭湯と「居酒屋ぼったくり」（弁護士　梶山　敏雄）
弁護士　梶山　敏雄

５４年ぶりに１１月に降ったという雪の日に我が家の給湯器が故障し、お湯も出ず風呂にも入れないという状況になりました。
さてと考えたら、子供の頃の東北の田舎での生活では、蛇口をひねればお湯が出るというような生活はありえなかったはずなのに、あの雪
深い寒い冬などはどうしていたのか良く思い出せないんです。便利な生活にどっぷり浸ってしまうと、そんな体験さえもおぼろげな記憶に
なってしまうのでしょうか。
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やむを得ず夫婦で近くのスーパー銭湯に行き、これも１１月に亡くなった学生時代の憧れのカストロやチェ・ゲバラの若き日の姿を懐かし
く思い出しながら一杯飲むのもなかなか乙なものでした。

一杯と言えば、「居酒屋ぼったくり」という本に今はまっています（秋川滝美。６巻）。
東京下町の姉妹が営む居酒屋で、そこに集う人達の人情物語りと毎回紹介される旨い酒と美味しい料理が何とも言えない優しい気持ちにし
てくれるのです。
何でかなーと思ったら、その小説には「悪い人」や「他人の悪口」が出て来ないからなのでした。

ついに給付型奨学金、創設へ！（弁護士　鴨田　譲）
弁護士　鴨田　譲

早いもので私が奨学金の問題に取り組み始めてから４年になろうとしています。
OECD加盟国３５カ国中、大学の学費が有償（しかも異常に高額）、かつ、給付型奨学金が存在しない国は日本のみという状態でしたの
で、これまで「学費は無償に！奨学金は給付に！」をスローガンとして活動を続けてきました。

そうしたところ、昨年１０月、自民党が給付型奨学金を創設する方針を打ち出しました。
その内容は、①生活保護世帯か住民税非課税世帯の生徒であり、②高校での成績が５段階評定で平均４．０以上の生徒に、③月３万円を給
付するというものです。

いかがでしょうか？
これまで長年に渡り日本に給付型奨学金が存在しなかったことを考えれば大きな前進とも言えますが、月３万円では１年間給付を受けても
国立大学の学費にもならないのではないか、給付を受けられる対象世帯がかなり限定されてしまっているのではないかという疑問がありま
す。
そして、何より成績平均４．０というのはかなり難易度が高いのではないでしょうか。

今後は、この給付型奨学金の対象と金額を拡大させるようなキャンペーンを展開していくことになりそうです。
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私にとっての弁護士の仕事（弁護士　髙木　太郎）
弁護士　髙木　太郎

離婚や相続など、家庭内の紛争が問題になる事件をお受けすることが多い。
父が残してくれた遺産を母と子供３人で分け合う時に、子供のころは家族で仲良く暮らしていたはずなのに、遺産分割になるともめること
がなる。
つい、我が家は大丈夫かと思ってしまうので、遺産は残さないことにしている（残る気遣いもない。）。
しかし、目の前で起きている紛争をみると、兄弟間では、遺産が大きくても小さくても、「兄より少ない」といった比較が出てくると、紛
争につながってしまうようだ。

この点は、境界争いに似ている。わずか５センチでももめることがある。
価値にすると数十万円、弁護士費用の方が高い、と言っても、「それでは隣が得してうちが損する」という方向に思考が行くと、譲れない
ようだ。そんな境界争いは受けないことにしている。

弁護士にとって大事なことは、その人（依頼者）にとって、将来にわたって何が大事か、何が優先されるべきか、を考え、その人も、そう
考えられるように、寄り添っていくことだと思って仕事をしている。

働きやすい職場とは？（弁護士　谷川　生子）
埼玉総合法律事務所　谷川生子

昨年末、女友達６人で、久しぶりに集まりました。わいわいと近況報告などしつつ、話題は「時短」に。
友人のほとんどが、仕事と子育ての両立に奮闘する中、家事を短時間で仕上げ、効率よく仕事を終える、しかもそれなりのクオリティを維
持して、ということが至上命令（誰からの？）なのだそうです。

次から次へと出てくる時短の知恵に感心しつつ、アスリートのように１分１秒を削り、自分の責任を果たそうと一所懸命な彼女達を見てい
ると、出産後職場復帰した途端に「君の居場所はない。」と解雇を言い渡すとか、「育児休暇は１ヶ月しかとれない。」等と言って、暗に
退職を促すというのは、権利侵害はもとより、使用者側にも実は不利益なのではと思いました。
第一子出産後、離職する女性の中で、子育てに専念したいという人は相当数を占めますが、働きづらい、と感じて退職する人もやはり多い
ようです。

事務所にも働くママが増え、ママにもそうでない人にも働きやすい職場とは？考えさせられる場面が増えました。
簡単には解決しない問題ですが、まずは一言、声をかけ合うところから始めるのが良さそうです。
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今年もよろしくお願いします。

初マラソン（弁護士　竹内　和正）
弁護士　竹内　和正

高橋尚子さんは、マラソンを走り終え「とっても楽しい４２．１９５キロでした！」と話しました。
それを聞いて僕は、世の中には変わった人がいるんだな、と思っていましたが、昨年、なんやかんやでフルマラソンを走ることになりまし
た。

そうと決まれば何事も淡々と進めるタイプなので、無理のない目標タイムを設定し、無理のない練習を重ね、本番を迎えました。

３０キロくらいまでは、給水所の前は靴がネチャネチャして嫌だななどと考えながら黙々と走ったのですが、そこから足が重くなってきま
した。
これが本に書いてあった「撃沈」というやつか、とも思ったのですが、足は動くし痛くもないので、要はやる気がなくなったんだと思いま
す。
マラソンを低いモチベーションで走り切るのは大変です。

ゴール付近で、公式記録（なんだかいろいろあるようです。）でも目標タイムが切れそうだと気付き、スピードを上げ、「本当はもっとい
いタイムで走れたんだな」と感じながら、半笑いで目標の３０秒前にゴールしました。
事前に伝えていたタイムにピタリと合わせた僕に、応援に来てくれた家族も、口ではお疲れさまと言ってくれましたが、「もう少し早く走
れたのでは…」と感じたようです。

いずれにせよ、マラソンを走ってみて、改めて、高橋さんは変わった人だなと思いました。
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